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神戸定住外国人支援センター
～定住外国人の自立・自活へ向けて～

特定非営利活動法人

神
戸
定
住
外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー（K
o
b
e

F
o
re
ig
n
e
rs
F
rie
n
d
s
h
ip
C
e
n
te
r：

以
下
、

Ｋ
Ｆ
Ｃ
）は
、
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
関
西
一

円
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
後
、
神
戸
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
き
た「
兵
庫
県
定
住
外
国
人
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」と
「
被
災
ベ
ト
ナ
ム
人
支
援
連
絡
会
」（
被
災

ベ
ト
ナ
ム
人
日
本
語
教
室
）が
統
合
し
、
一
九
九
七

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
か
ら
一
〇
年
が
経
ち
、
Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
事
務
所

が
あ
る
神
戸
市
長
田
区
も
ま
ち
の
再
開
発
が
進
ん

で
お
り
、
長
田
駅
前
に
は
新
し
い
ビ
ル
が
建
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
Ｋ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
被
災

地
復
興
、
救
済
と
い
う
目
的
か
ら
徐
々
に
日
常
の

生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
震
災
以
前
か
ら
未

解
決
で
あ
っ
た
定
住
外
国
人
へ
の
生
活
支
援
な
ど

の
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
常
勤
職
員
五
名
、

非
常
勤
職
員
六
名
の
計
一
一
名
、
会
員
数
は
約
二

一
〇
人
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
認
定
さ
れ
、
神
戸
市
長
田
区
を
中
心
に「
一

方
的
に
支
援
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
定
住

外
国
人
を
と
り
ま
く
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ

る
自
立
・
自
活
支
援
」
を
理
念
と
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
主
な
活
動
は
、①
言
語
、教
育
の
問
題
、

就
職
、
住
宅
な
ど
の
相
談
や
、
病
院
や
市
役
所
等
へ

の
手
続
き
の

サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
多
岐
に

わ
た
る
相
談

事
業
、
②
民

族
文
化
の
育

成
・
保
障
、

③
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ハ

ナ
の
会
、
④

日
本
語
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、

⑤
定
住
外
国

人
の
歴
史
の
研
究
や
、
北
米
地
域
な
ど
の
海
外
の

外
国
人
を
と
り
ま
く
制
度
の
調
査
・
研
究
及
び
在
日

外
国
人
研
究
書
の
発
行
、
⑥
共
生
社
会
実
現
に
向

け
た
施
策
の
行
政
や
関
係
機
関
へ
の
提
言
、
⑦
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
支
援
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
現
地
で
取
材
し
た
三
つ
の

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場「
ハ

ナ
の
会
」〉

「
ハ
ナ
の
会
」

は
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
が
集

住
し
て
い
る

神
戸
市
長
田

区
を
中
心
に
、

在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
の
ハ

ル
モ
ニ（
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
）た

設
立
の
経
緯
・
活
動
の
概
要

現
地
取
材
を
通
し
て
の
活
動
紹
介

c2005年1月11日にオープンした「ハナの会」デ
イサービス

cKFCは在日外国人に関する研究書も発行しています
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言
葉
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
八
〇
歳
後
半
く
ら
い

の
方
々
の
中
に
は
、
日
本
語
の
読
み
書
き
が
不
自

由
な
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
会
話
で
日
本
語
を
使

っ
て
い
る
時
に
韓
国
語
・
朝
鮮
語
が
出
て
き
た
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
も
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

と
日
本
の
お
年
寄
り
で
は
楽
し
み
方
が
違
っ
て
い

て
、
ニ
ー
ズ
が
全
く
異
な
り
ま
す
」と
Ｋ
Ｆ
Ｃ
理
事

長
の
金
宣
吉
氏
が
こ
の
施
設
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
お
年

寄
り
は
、
今
ま
で
受
け
て
き
た
教
育
の
問
題
、
あ
る

い
は
植
民
地
時
代
の
お
互
い
の
記
憶
な
ど
に
よ
っ

て
、
ど
う
し
て
も
心
の
壁
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
や
は
り
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
高
齢
者
が

一
般
の
介
護
施
設
に
入
る
の
は
難
し
い
の
で
す
」と

金
理
事
長
は
語
り
ま
し
た
。

〈
日
本
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

定
住
外
国
人
が
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
・
自
己
表
現
能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
者
に
よ
る
日
本
語
学
習
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
。

週
一
回
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ
ス
ン
や
週
二
回
の

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
一
週
間
に
延
べ
五
〇

名
が
参
加
し
、
入
門
・
初
級
・
中
級
・
上
級
と
分
か
れ

て
受
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ッ
ス
ン
で
使
用

す
る
テ
キ
ス
ト
に
は
、
Ｋ
Ｆ
Ｃ
が
独
自
に
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
や
Ｃ
Ｄ
も
使

用
し
て
い
ま
す
。

今
期
は
、
保
育
つ
き
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
開
講
し
、

家
族
連
れ
で
受
講
で
き
る
な
ど
、
定
住
外
国
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ち
が
食
事
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て

在
日
同
胞
と
の
交
流
が
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
一
九
九
九
年
九
月
に
発
足
し
ま
し

た
。こ

の
五
年
間
、
週
に
一
回
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

高
齢
者
が
集
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
民
族
料

理
を
作
っ
た
り
、
食
べ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
在
日

一
世
の
方
々
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
の
力
を
必

要
と
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
一
人
で「
ハ
ナ
の
会
」

の
食
事
会
に
来
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

食
事
か
ら
総
合
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ

こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
Ｋ
Ｆ
Ｃ
で

は
ヘ
ル
パ
ー
を
養
成
し
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
一
日

に
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
た「
ハ
ナ
の
会
」
を
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
出
発
さ
せ
ま
し

た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、
今
ま
で
の
食
事
会

を
は
じ
め
、
年
に
二
、
三
回
の
お
花
見
会
や
遠
足

も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
に
は
看
護
師
、
生
活
相
談
員
、
ヘ
ル
パ

ー
、
調
理
員
ら
六
名
の
職
員
が
常
駐
し
、
食
事
、
介

助
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
活
動
、
送
迎
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
一

日
に
六
人
か
ら
一
三
人
の
利
用
者
が
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
ハ
ナ
の
会
」
は
、
文

化
の
違
い
や
差
別
の
歴
史
に
よ
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
を
負

う
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
高
齢
者
の
た
め
に
、
民
族
性

に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
か
ら
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
ま
ず
は
、
食

文
化
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
食
事
の
こ

と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

bc在日韓国･朝鮮人のハルモニ（おばあちゃん）たちが韓国の伝統楽器チャン・グの伴
奏で、民族歌謡を歌っている姿



知
っ
て
、
こ

の
商
品
を
商

店
街
の
喫
茶

店
に
お
い
て

も
い
い
の
で

は
な
い
か
？

と
思
い
ま
し

た
」
と
熱
心

に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

「
在
日
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
人
に
や
る
気
と
元
気
を
与

え
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、「E

m
p
re
n
d
e
d
o
re
s

e
n
J
a
p
o
n

」の
元
編
集
長
、
屋
良
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

氏
は
こ
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
月
刊
情
報
誌
を
創
刊
し

ま
し
た
。

屋
良
氏
は
Ｋ
Ｆ
Ｃ
の
第
一
回
と
第
二
回
の
ス
モ

ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
支
援
講
座
に
参
加
し
て
刺
激

を
受
け
、
常
々
抱
い
て
い
た
彼
の
考
え
を
実
現
す

べ
く
「
コ
ウ
ベ
・
ト
リ
ウ
ン
フ
ァ
」
を
立
ち
上
げ
、

「E
m
p
re
n
d
e
d
o
re
s
e
n
J
a
p
o
n

」と
い
う
情
報

誌
を
発
刊
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

当
情
報
誌
の
翻
訳
担
当
者
の
内
藤
普
子
氏
は
、

「
多
く
の
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
外
国
人
が
専
門
知
識
を

持
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
場
で
働
い
て

い
ま
す
。
工
場
で
働
き
な
が
ら
、
起
業
を
考
え
て

い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
一
つ
大
き
な
問
題
は
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〈
定
住
外
国
人
の
民
族
性
を
活
か
し
た
ス
モ
ー
ル
ビ

ジ
ネ
ス
起
業
へ
の
支
援
〉

定
住
外
国
人
の
自
立
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
Ｋ

Ｆ
Ｃ
は
二
〇
〇
二
年
に
起
業
意
欲
が
あ
る
外
国
人

を
対
象
と
し
た「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
支
援
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
五
回
シ
リ
ー

ズ
の
講
座
で
、
中
小
企
業
診
断
士
や
税
理
士
を
講

師
と
し
て
招
き
、
地
域
に
住
む
外
国
人
に
起
業
に

必
要
な
資
金
調
達
、
財
務
管
理
な
ど
の
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

翌
年
の
第
二
回
講
座
で
は
、
第
一
回
の
講
座
で

参
加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た「
貿
易
」と「
飲
食
店
経

営
」の
分
野
に
絞
り
、
税
関
職
員
や
商
業
施
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
ほ
か
、
実
際
に
各
分
野
で
成
功
し
、

活
躍
さ
れ
て
い
る
外
国
人
経
営
者
を
招
き
、
二
日

間
の
セ
ミ
ナ
ー
形
式

で
行
い
ま
し
た
。

「
定
住
外
国
人
は
、

こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ

ー
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
一
般
的
に
高
い
の

で
す
が
、
国
籍
に
よ

っ
て
温
度
差
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ペ
ル

ー
人
は
起
業
意
欲
が

高
く
、
中
国
人
も
と
て

も
熱
心
で
す
。し
か
し
、

ベ
ト
ナ
ム
人
は
あ
ま
り

関
心
が
な
い
よ
う
で

す
」と
金
理
事
長
は
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
第
三
回
の
講
座
で
は
、
商
店
街
の
方
を

対
象
に
、
地
域
の
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
六
回
シ

リ
ー
ズ
の「
多
文
化
を
生
か
し
た
商
業
振
興
を
考
え

る
」
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
外
国
人
が

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
す
る
時
に
、
商
店
街

な
ど
の
協
力
と
理
解
も
必
要
と
考
え
、
受
入
れ
側

の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

第
三
回
の
講
座
に
参
加
し
た
、
商
店
街
で
肉
屋

を
経
営
し
て
い
る
正
岡
健
二
氏
は「
こ
の
よ
う
な
講

座
を
通
じ
て
、
皆
に
外
国
人
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
は
り
、
話
を
聞
い
て

み
な
い
と
、
触
れ
合
わ
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、『
ベ
ト
ナ
ム
文
化
を
知
る
』

セ
ミ
ナ
ー
で
ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ヒ
ー
の
こ
と
を
初
め
て

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
講
座
が

き
っ
か
け
で
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
が

誕
生
　
〜
コ
ウ
ベ・
ト
リ
ウ
ン
フ
ァ

c在住外国人は「スモールビジネス起業支援講座」で
起業するノウハウを身に付けます

※KFC作成日本語学習教材
スペイン語圏の人のための日本語教材
〔入門編・初級編〕

・テキスト入門編・初級編：各2,500円
・CD入門編（2枚組）6,000円、初級編3,000円
・セット（入門編・初級編のテキストとCD）は12,000円

＊在日スペイン語圏の方は半額です。
＊購入方法やお問い合わせはKFCまで。
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編
集
協
力
者
の
ペ
ル
ー
人
の
ベ
ロ
ニ
カ
氏
は
、

「
近
年
、
中
南
米
か
ら
来
て
い
る
労
働
者
が
定
住

化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
大
半
の
人
は
工
場
に
就
職

し
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
に
な

り
が
ち
な
の
で
、
失
業
し
た
ら
ど
う
や
っ
て
生
活

し
て
い
く
の
か
な
ど
の
問
題
で
不
安
を
常
に
抱
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
ラ
テ
ン
系
の
人
た

ち
は
日
本
で
自
分
の
店
を
つ
く
り
た
い
願
望
が
あ

り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
日
本
で
定
住
す
る
つ
も

り
が
あ
る
人
た
ち
の
中
に
は『
自
分
は
何
か
が
で
き

る
』と
考
え
て
い
る
人
が
こ
の
一
〇
年
間
で
か
な
り

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
言
葉

の
壁
は
大
き
な
問
題
で
す
。
日
常
会
話
が
で
き
て

も
書
類
の
処
理
や
商
談
な
ど
に
必
要
な
日
本
語
能

力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の

情
報
誌
は
と
て
も
貴
重
な
情
報
源
と
な
り
ま
す
」と

説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ベ
・
ト
リ
ウ
ン
フ
ァ
は
情
報
誌
「E

m
p
-

re
n
d
e
d
o
re
s
e
n
J
a
p
o
n

」
を
発
行
す
る
一
方
、

起
業
に
関
す
る
相
談
電
話
も
受
け
付
け
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
相
談
者
は
関
東
地
方
に
住
ん
で

い
る
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
人
か
ら
が
多
い
そ
う
で
す
。

将
来
的
に
は
、「E

m
p
re
n
d
e
d
o
re
s
e
n
J
a
p
o
n

」

は
ス
ペ
イ
ン
語
圏
出
身
の
方
の
起
業
事
例
だ
け
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
国
籍
の
起
業
者
の
記
事
も

取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

多
文
化
社
会
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
定
住
外
国

人
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
壁
や
問
題
を
、
す
べ
て

解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

回
紹
介
し
た
例
は
、
福
祉
や
経
済
的
な
問
題
と
い

う
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
注
目
す
べ
き
取
組
み

だ
と
考
え
ま
す
。
各
事
業
に
参
加
し
て
い
る
方
々

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
少
し
で
も
障
壁

を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
へ
向
か
っ
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
定
住
外
国
人
の
視
点

に
立
っ
て
柔
軟
に
事
業
を
展
開
し
、
一
層
地
域
社

会
へ
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
調
査
部
連
絡
調
整
課

垂
水
　
洋
（
松
山
市
派
遣
）

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
調
査
部チ

ョ
ン
グ
・
コ
ー
ピ
ン

情
報
不
足
で
す
。
元
編
集
長
は
、
起
業
の
た
め
の

情
報
を
同
胞
に
提
供
す
る
た
め
の
情
報
誌
を
作
り
、

皆
に
元
気
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
の
で

す
」と
語
り
ま
し
た
。

情
報
誌
の
対
象
は
主
に
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
在
住

外
国
人
で
す
が
、
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
記
事
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
特
に
、
起
業
を
し
た
外
国
人

の
苦
労
話
や
考
え
方
な
ど
、
日
本
人
に
も
外
国
人

の
現
状
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
屋
良
氏

の
意
図
か
ら
で
し
た
。

日
本
で
は
い
く
つ
か
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
が
、「E

m
p
re
n
d
e
d
o
re
s

e
n
J
a
p
o
n

」は
ほ
か
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
情
報
誌
と
競

争
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
在
住
外
国

人
に
今
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
在
住
外
国

人
に
対
し
て
、
起
業
を
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

準
備
が
必
要
か
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
記
事
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
五
月
、「E

m
p
re
n
d
e
d
o
re
s
e
n

J
a
p
o
n

」
は
簡
単
な
コ
ピ
ー
印
刷
で
で
き
た
情
報

誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
フ
ル

カ
ラ
ー
の
表
紙
に
四
〇
ペ
ー
ジ
も
の
情
報
満
載
の

情
報
誌
に
な
り
、
大
使
館
や
教
会
、
中
南
米
系
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
に
無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
行

部
数
も
、
好
評
に
つ
き
当
初
の
三
〇
〇
〇
部
か
ら

七
〇
〇
〇
部
に
増
刷
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
情
報
誌

は
八
人
の
日
本
人
や
ペ
ル
ー
人
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
企
画
、
取
材
、
編
集
、
広
告
募

集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（特活）神戸定住外国人支援センター Kobe Foreigners Friendship Center
〒653-0038  神戸市長田区若松町2-13-1 PIAZZAビル2Ｆ　　　　078-612-2402  078-612-3052
E-mail：kfc@social-b.net URL：http://www.social-b.net/kfc

TEL FAX

最
後
に

c「Emprendedores en Japon」が伝えたいメッセージは「もしやり
たいことがあれば、エネルギーを持って、諦めないように努力する」
ことです
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